
(57)【要約】

【課題】簡単な設備および工程により箸素地の表面に塗

料をムラなく分厚く層着させて重厚な塗装装飾を施すこ

とができ、かつ、均一の製品を作ることができる非常に

合理的な塗り箸の化粧方法を提供すること。

【解決手段】リリース板Ａの表面に接着性合成樹脂を主

材とした塗料Ｐを所要の幅長に一様に塗布して未硬化の

飾り塗膜２０を剥離可能に形成する一方、

この未硬化の飾り塗膜２０上に、箸形状に成形した箸素

地１の化粧対象部位を当接させて転がすことにより前記

リリース板Ａから箸素地１の化粧対象部位表面に前記飾

り塗膜２０を転着させて巻き取り、巻き取った当該飾り

塗膜２０を硬化せしめることにより当該箸素地１に重厚

な装飾層１１を形成するという技術的手段を採用した。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
リ リ ー ス 板 Ａ の 表 面 に 接 着 性 合 成 樹 脂 を 主 材 と し た 塗 料 Ｐ を 所 要 の 幅 長 に 一 様 に 塗 布 し て
未 硬 化 の 飾 り 塗 膜 ２ ０ を 剥 離 可 能 に 形 成 す る 一 方 、
こ の 未 硬 化 の 飾 り 塗 膜 ２ ０ 上 に 、 箸 形 状 に 成 形 し た 箸 素 地 １ の 化 粧 対 象 部 位 を 当 接 さ せ て
転 が す こ と に よ り 前 記 リ リ ー ス 板 Ａ か ら 箸 素 地 １ の 化 粧 対 象 部 位 表 面 に 前 記 飾 り 塗 膜 ２ ０
を 転 着 さ せ て 巻 き 取 り 、 巻 き 取 っ た 当 該 飾 り 塗 膜 ２ ０ を 硬 化 せ し め る こ と に よ り 当 該 箸 素
地 １ に 重 厚 な 装 飾 層 ２ を 形 成 す る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 塗 り 箸 化 粧 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
装 飾 層 ２ の 表 面 に 絵 柄 装 飾 ２ １ を 施 す 一 方 、 こ の 絵 柄 装 飾 ２ １ を 透 明 樹 脂 で 被 覆 し て 保 護
層 ３ を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 塗 り 箸 化 粧 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
装 飾 層 ２ に 刻 み 加 工 し て 装 飾 彫 り ２ ２ を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載
の 塗 り 箸 化 粧 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
透 明 の 接 着 性 合 成 樹 脂 に 、 金 銀 な ど の 光 輝 金 属 粉 体 や プ ラ ス チ ッ ク 粉 体 、 顔 料 、 天 然 葉 、
米 粒 、 貝 殻 な ど の 装 飾 材 料 を 混 入 し て 調 製 さ れ た 塗 料 Ｐ を 用 い て 飾 り 塗 膜 ２ ０ を 形 成 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 塗 り 箸 化 粧 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
箸 素 地 １ の 少 な く と も 化 粧 対 象 部 位 表 面 に 下 塗 剤 を 塗 布 し 、 そ の 表 面 上 に 飾 り 塗 膜 ２ ０ を
巻 き 取 る こ と に よ っ て 、 飾 り 塗 膜 ２ ０ の 接 着 性 を 向 上 せ し め る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
～ ４ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 塗 り 箸 化 粧 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
箸 素 地 １ の 化 粧 対 象 部 位 に 巻 き 取 っ た 飾 り 塗 膜 ２ ０ を 硬 化 さ せ る に あ た り 、
当 該 箸 素 地 １ の 基 端 部 １ １ を 支 持 板 Ｊ の 上 面 に 開 設 さ れ た 差 込 孔 に 略 垂 直 に 立 設 す る 一 方
、 当 該 支 持 板 Ｊ を 天 地 交 互 に 反 転 さ せ る こ と に よ り 、 飾 り 塗 膜 ２ ０ の 垂 れ を 防 ぎ な が ら 当
該 飾 り 塗 膜 ２ ０ を 乾 燥 硬 化 せ し め て 装 飾 層 ２ を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の
何 れ か 一 つ に 記 載 の 塗 り 箸 化 粧 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
箸 素 地 １ の 基 端 部 １ １ を 切 断 し 、 こ の 切 断 面 に 塗 料 Ｐ を 被 着 硬 化 せ し め る こ と に よ り 、 装
飾 天 部 ２ ３ を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 塗 り 箸 化 粧 方
法 。
【 請 求 項 ８ 】
木 や 竹 な ど の 天 然 素 材 を 切 削 し て 箸 素 地 １ を 作 製 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の 何
れ か 一 つ に 記 載 の 塗 り 箸 化 粧 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
箸 素 地 １ の 化 粧 対 象 部 位 に 通 孔 Ｔ を 開 設 し て お き 、 こ の 通 孔 Ｔ に 透 明 樹 脂 を 充 填 し 、 同 孔
を 被 覆 す る よ う に 透 明 の 飾 り 塗 膜 ２ ０ を 巻 き 取 る こ と に よ り 、 通 孔 Ｔ 部 分 の 透 明 樹 脂 を 透
し て 箸 素 地 １ の 向 こ う 側 を 見 る こ と が で き る 装 飾 層 ２ を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ～ ８ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 塗 り 箸 化 粧 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
塗 料 Ｐ に 高 比 重 の 物 質 を 混 合 し て 箸 素 地 １ の 基 端 部 １ １ 側 に 装 飾 層 ２ を 形 成 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ～ ９ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 塗 り 箸 化 粧 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
滑 り 止 め 物 質 を 塗 料 Ｐ に 混 入 し て 装 飾 層 ２ を 形 成 し た り 、 表 面 に 滑 り 止 め コ ー テ ィ ン グ す
る な ど し て グ リ ッ プ 性 を 付 与 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ０ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の
塗 り 箸 化 粧 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
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本 発 明 は 、 塗 り 箸 の 装 飾 方 法 の 改 良 、 さ ら に 詳 し く は 、 箸 素 地 の 表 面 に 塗 料 を ム ラ な く 分
厚 く 層 着 さ せ て 重 厚 な 塗 装 装 飾 を 施 す こ と が で き る 新 規 な 塗 り 箸 化 粧 方 法 に 関 す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
周 知 の と お り 、 箸 に 漆 な ど の 塗 料 を 塗 布 し て 作 製 さ れ る 「 塗 り 箸 」 は 、 我 が 国 の 伝 統 的 工
芸 品 で あ り 、 今 日 で も 貴 重 な 手 工 業 産 業 と し て 現 存 し て お り 、 実 用 的 な も の か ら 工 芸 小 物
に 至 る ま で 手 作 業 で 丹 念 に 生 産 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
塗 り 箸 は 、 箸 素 地 の 表 面 に 塗 料 を 塗 布 し て 作 製 す る も の が 極 一 般 的 で あ る （ 例 え ば 、 特 許
文 献 １ 参 照 。 ） 。 し か し な が ら 、 か か る 方 法 で 、 箸 素 地 の 表 面 に 分 厚 く 重 厚 感 の あ る 装 飾
層 を 形 成 し よ う と す る と 、 繰 り 返 し 塗 料 を 塗 り 付 け る 必 要 が あ り 、 ム ラ が 生 じ て 表 面 に 凹
凸 が 形 成 さ れ 易 く 、 均 一 の 製 品 を 作 る に は 高 度 の 技 巧 が 必 要 と さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 昭 ６ ３ － ３ ８ １ ７ 号 公 報 （ 第 １ － ２ 頁 、 第 １ － ６ 図 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 従 来 の 塗 り 箸 の 装 飾 手 法 に 上 記 の 如 き 問 題 点 が あ っ た こ と に 鑑 み て 為 さ れ た も
の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 簡 単 な 設 備 お よ び 工 程 に よ り 箸 素 地 の 表 面 に 塗 料
を ム ラ な く 分 厚 く 層 着 さ せ て 重 厚 な 塗 装 装 飾 を 施 す こ と が で き 、 か つ 、 均 一 の 製 品 を 作 る
こ と が で き る 非 常 に 合 理 的 な 塗 り 箸 の 化 粧 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 が 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 採 用 し た 手 段 を 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明 す れ ば 、
次 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
即 ち 、 本 発 明 は 、 リ リ ー ス 板 Ａ の 表 面 に 接 着 性 合 成 樹 脂 を 主 材 と し た 塗 料 Ｐ を 所 要 の 幅 長
に 一 様 に 塗 布 し て 未 硬 化 の 飾 り 塗 膜 ２ ０ を 剥 離 可 能 に 形 成 す る 一 方 、
こ の 未 硬 化 の 飾 り 塗 膜 ２ ０ 上 に 、 箸 形 状 に 成 形 し た 箸 素 地 １ の 化 粧 対 象 部 位 を 当 接 さ せ て
転 が す こ と に よ り 前 記 リ リ ー ス 板 Ａ か ら 箸 素 地 １ の 化 粧 対 象 部 位 表 面 に 前 記 飾 り 塗 膜 ２ ０
を 転 着 さ せ て 巻 き 取 り 、 巻 き 取 っ た 当 該 飾 り 塗 膜 ２ ０ を 硬 化 せ し め る こ と に よ り 当 該 箸 素
地 １ に 重 厚 な 装 飾 層 ２ を 形 成 す る と い う 技 術 的 手 段 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 装 飾 層 ２ の
表 面 に 絵 柄 装 飾 ２ １ を 施 す 一 方 、 こ の 絵 柄 装 飾 ２ １ を 透 明 樹 脂 で 被 覆 し て 保 護 層 ３ を 形 成
す る と い う 技 術 的 手 段 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
更 に ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 装 飾 層
２ に 刻 み 加 工 し て 装 飾 彫 り ２ ２ を 形 成 す る と い う 技 術 的 手 段 を 採 用 し
た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
更 に ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 透 明 の
接 着 性 合 成 樹 脂 に 、 金 銀 な ど の 光 輝 金 属 粉 体 や プ ラ ス チ ッ ク 粉 体 、 顔 料 、 天 然 葉 、 米 粒 、
貝 殻 な ど の 装 飾 材 料 を 混 入 し て 調 製 さ れ た 塗 料 Ｐ を 用 い て 飾 り 塗 膜 ２ ０ を 形 成 す る と い う
技 術 的 手 段 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
更 に ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 箸 素 地
１ の 少 な く と も 化 粧 対 象 部 位 表 面 に 下 塗 剤 を 塗 布 し 、 そ の 表 面 上 に 飾 り 塗 膜 ２ ０ を 巻 き 取
る こ と に よ っ て 、 飾 り 塗 膜 ２ ０ の 接 着 性 を 向 上 せ し め る と い う 技 術 的 手 段 を 採 用 し た 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
更 に ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 箸 素 地
１ の 化 粧 対 象 部 位 に 巻 き 取 っ た 飾 り 塗 膜 ２ ０ を 硬 化 さ せ る に あ た り 、
当 該 箸 素 地 １ の 基 端 部 １ １ を 支 持 板 Ｊ の 上 面 に 開 設 さ れ た 差 込 孔 に 略 垂 直 に 立 設 す る 一 方
、 当 該 支 持 板 Ｊ を 天 地 交 互 に 反 転 さ せ る こ と に よ り 、 飾 り 塗 膜 ２ ０ の 垂 れ を 防 ぎ な が ら 当
該 飾 り 塗 膜 ２ ０ を 乾 燥 硬 化 せ し め て 装 飾 層 ２ を 形 成 す る と い う 技 術 的 手 段 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
更 に ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 箸 素 地
１ の 基 端 部 １ １ を 切 断 し 、 こ の 切 断 面 に 塗 料 Ｐ を 被 着 硬 化 せ し め る と い う 技 術 的 手 段 を 採
用 し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
更 に ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 木 や 竹
な ど の 天 然 素 材 を 切 削 し て 箸 素 地 １ を 作 製 す る と い う 技 術 的 手 段 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
更 に ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 箸 素 地
１ の 化 粧 対 象 部 位 に 通 孔 Ｔ を 開 設 し て お き 、 こ の 通 孔 Ｔ に 透 明 樹 脂 を 充 填 し 、 同 孔 を 被 覆
す る よ う に 透 明 の 飾 り 塗 膜 ２ ０ を 巻 き 取 る こ と に よ り 、 通 孔 Ｔ 部 分 の 透 明 樹 脂 を 透 し て 箸
素 地 １ の 向 こ う 側 を 見 る こ と が で き る 装 飾 層 ２ を 形 成 す る と い う 技 術 的 手 段 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
更 に ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 塗 料 Ｐ
に 高 比 重 の 物 質 を 混 合 し て 箸 素 地 １ の 基 端 部 １ １ 側 に 装 飾 層 ２ を 形 成 す る と い う 技 術 的 手
段 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
更 に ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 滑 り 止
め 物 質 を 塗 料 Ｐ に 混 入 し て 装 飾 層 ２ を 形 成 し た り 、 表 面 に 滑 り 止 め コ ー テ ィ ン グ す る な ど
し て グ リ ッ プ 性 を 付 与 す る と い う 技 術 的 手 段 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 形 態 を 具 体 的 に 図 示 し た 図 面 に 基 い て 更 に 詳 細 に 説 明 す る と 、 次 の と お り で
あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
「 第 １ 実 施 形 態 」
本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 図 １ ～ 図 ４ に 基 い て 説 明 す る 。 図 中 、 符 号 １ で 指 示 す る も の は 箸
素 地 １ で あ り 、 本 実 施 形 態 で は 、 木 や 竹 な ど の 天 然 素 材 （ 赤 味 マ ラ ス な ど ） を 用 い て 作 製
し た も の を 採 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
し か し て 、 本 実 施 形 態 の 塗 り 箸 化 粧 方 法 を 以 下 に 説 明 す る 。 ま ず 、 図 １ に 示 す よ う に 、 リ
リ ー ス 板 Ａ を 張 り 伸 ば し て 張 架 具 Ｇ に 固 定 し 、 こ の リ リ ー ス 板 Ａ の 上 面 に 未 硬 化 の 塗 料 Ｐ
を 所 要 の 幅 長 に 一 様 に 塗 布 し て 飾 り 塗 膜 ２ ０ を 形 成 す る 。 こ の 際 、 ロ ー ラ ー 塗 り す る と リ
リ ー ス 板 Ａ の 上 面 に 塗 料 Ｐ を 一 様 に 塗 布 し 易 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 リ リ ー ス 板 Ａ は 、 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム の 表 面 に シ リ コ ン 樹 脂 で 剥 離 処 理 を 施 し た
ナ イ ロ ン 製 の 剥 離 ラ イ ナ ー を 採 用 し て お り 、 飾 り 塗 膜 ２ ０ を 容 易 に 剥 離 で き る よ う に す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 に お け る 塗 料 Ｐ は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 に ポ リ ア ミ ド な ど の 硬 化 剤 を 約 １ ０ ０
： ８ ０ で 混 入 し て 粘 度 を 調 整 し た も の を 用 い る 。 こ の 際 、 ア ク リ ル 樹 脂 、 ポ リ ス チ レ ン 樹
脂 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 、 メ ラ ミ ン 樹 脂 な ど の 合 成 樹 脂 に 硬 化 剤 を 混 入 し た も の で あ っ て も
良 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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そ し て 、 前 記 飾 り 塗 膜 ２ ０ 上 に 、 箸 素 地 １ の 化 粧 対 象 部 位 を 水 平 に 接 触 さ せ て 、 当 該 箸 素
地 １ を リ リ ー ス 板 Ａ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 転 が し て ゆ く 。 す る と 、 リ リ ー ス 板 Ａ か ら 飾 り 塗
膜 ２ ０ が 剥 離 し て 箸 基 材 １ の 化 粧 対 象 部 位 表 面 に 転 着 し 、 巻 き 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の 際 、 箸 素 地 １ の 表 面 全 体 に 、 予 め 、 下 塗 剤 を 塗 布 し て お く こ と に よ り 、 飾 り 塗 膜 ２ ０
の 接 着 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 下 塗 剤 は 、 通 常 、 エ ポ キ シ 樹 脂 の み を 使 用 す る
が 、 本 実 施 形 態 で は 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 と 混 合 す る こ と に よ っ て よ り 優 れ た 接 着 効 果 を 得
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 に 、 図 ２ に 示 す 如 く 、 箸 素 地 １ の 基 端 部 １ １ を 、 支 持 具 Ｊ の 上 面 に 開 設 し た 差 込 孔 に 立
設 す る 。 そ し て 、 飾 り 塗 膜 ２ ０ の 垂 れ 具 合 に 応 じ て 前 記 支 持 具 Ｊ を 天 地 交 互 に 反 転 さ せ な
が ら 、 飾 り 塗 膜 ２ ０ を 乾 燥 硬 化 せ し め る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
前 記 飾 り 塗 膜 ２ ０ の 接 着 直 後 か ら の 垂 れ 具 合 を 均 等 化 す る た め の 反 転 時 間 を 以 下 に 示 す 。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 実 施 形 態 で は 、 上 記 の よ う に 垂 れ が 終 息 し た 後 、 約 ８ 時 間 自 然 乾 燥 さ せ 、 乾 燥 温 度 を 調
整 し な が ら 約 ４ 時 間 、 ７ ０ ℃ で 強 制 乾 燥 す る こ と に よ り 飾 り 塗 膜 ２ ０ の 発 泡 を 防 止 す る 。
し か し て 、 当 該 飾 り 塗 膜 ２ ０ が 硬 化 す る と 箸 素 地 １ の 周 面 に 重 厚 な 装 飾 層 ２ を 形 成 す る こ
と が で き る （ 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 装 飾 層 ２ を 形 成 し た 後 、 こ の 装 飾 層 ２ の 表 面 に 、 ス ク リ ー ン 印 刷
や グ ラ ビ ア 印 刷 な ど を 施 す こ と に よ り 、 絵 柄 装 飾 ２ １ を 施 す こ と が で き る 。 さ ら に 、 こ う
し て 絵 柄 装 飾 ２ １ を 施 し た 装 飾 層 ２ の 表 面 を 透 明 樹 脂 （ 例 え ば 、 エ ポ キ シ 樹 脂 ） で 被 覆 し
て 保 護 層 ３ を 形 成 す る こ と も で き る （ 図 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
し た が っ て 、 本 実 施 形 態 で は 、 箸 素 地 １ の 表 面 の 接 着 性 能 の 方 が 、 飾 り 塗 膜 ２ ０ と リ リ ー
ス 板 Ａ と の 接 合 力 よ り も 強 い こ と を 巧 み に 利 用 し た こ と に よ っ て 、 箸 素 地 １ を 転 が し て 当
該 表 面 に 飾 り 塗 膜 ２ ０ を 転 着 さ せ て 巻 き 取 る こ と が で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 一 旦 、 リ リ ー ス 板 Ａ 上 に 一 様 な 幅 長 の 飾 り 塗 膜 ２ ０ を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 直 接
、 箸 素 地 １ 表 面 に 塗 料 Ｐ を 塗 布 す る 場 合 の よ う な 塗 り ム ラ を 防 止 し 、 か つ 、 必 要 な 厚 み の
あ る 装 飾 層 ２ を 形 成 し て 外 観 的 な 重 厚 感 を 表 現 可 能 に し た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
「 第 ２ 実 施 形 態 」
次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 図 ５ に 基 い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 透 明 の 接 着 性 合
成 樹 脂 （ 本 実 施 形 態 で は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 に ポ リ ア ミ ド 硬 化 剤 を 混 入 し た も の ） に 装 飾 材 料
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を 混 入 し て 塗 料 Ｐ を 調 製 し 、 こ う し て 調 製 さ れ た 未 硬 化 の 塗 料 Ｐ を リ リ ー ス 板 Ａ の 上 面 に
所 要 の 幅 長 に 均 一 厚 に 塗 布 し て 飾 り 塗 膜 ２ ０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
そ し て 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 こ の 飾 り 塗 膜 ２ ０ を 、 リ リ ー ス 板 Ａ か ら 箸 素 地 １ の 化 粧
対 象 部 位 表 面 に 転 着 さ せ て 巻 き 取 り 、 飾 り 塗 膜 ２ ０ を 乾 燥 硬 化 せ し め る こ と に よ り 、 装 飾
層 ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ち な み に 、 本 実 施 形 態 の 装 飾 材 料 に は 金 粉 を 使 用 し 、 透 明 な 装 飾 層 ２ を 通 し て 金 粉 が 表 面
上 に 現 わ れ る こ と に よ っ て 立 体 的 な 模 様 を 構 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 装 飾 材 料 と し て
は 、 プ ラ ス チ ッ ク 粉 体 や 顔 料 、 天 然 葉 、 米 粒 、 貝 殻 な ど を 採 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
「 第 ３ 実 施 形 態 」
本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 図 ６ に 基 い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 予 め 箸 素 地 １ の 化 粧 対
象 部 位 に 通 孔 Ｔ を 開 設 し て お き 、 こ の 通 孔 Ｔ に 透 明 樹 脂 （ 例 え ば 、 ア ク リ ル 樹 脂 ） を 充 填
す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
そ し て 、 前 記 実 施 形 態 同 様 に し て 、 同 孔 を 被 覆 す る よ う に 透 明 の 飾 り 塗 膜 ２ ０ を 巻 き 取 る
こ と に よ り 、 通 孔 Ｔ 部 分 の 透 明 樹 脂 を 透 し て 箸 素 地 １ の 向 こ う 側 を 見 る こ と が で き る 装 飾
層 ２ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
な お 、 上 記 第 １ ～ ３ 実 施 形 態 に お い て は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 箸 素 地 １ の 基 端 部 １ １ を 切
断 し 、 こ の 切 断 面 に 塗 料 Ｐ を 塗 布 し て 乾 燥 硬 化 さ せ る こ と に よ り 、 装 飾 天 部 ２ ３ を 形 成 す
る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 装 飾 層 ２ の 表 面 に 刻 み 加 工 し て 装 飾 彫 り ２ ２ を 形 成 す る こ と も で き る し 、 然 る 後 、
箸 素 地 １ 全 体 に 漆 な ど の 塗 料 を 塗 布 し て 仕 上 げ 塗 装 を す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
本 明 細 書 と 図 面 に 具 体 的 に 示 さ れ る 実 施 形 態 は 概 ね 上 記 の 通 り で あ る が 、 本 発 明 の 技 術 的
範 囲 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は 決 し て な く 、 「 特 許 請 求 の 範 囲 」 の 記 載 内 に お
い て 数 々 の 設 計 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
例 え ば 、 箸 素 地 １ の 化 粧 対 象 部 位 は １ 箇 所 に 限 ら ず 、 複 数 箇 所 設 け て も 良 く 、 リ リ ー ス 板
Ａ 上 の 飾 り 塗 膜 を 箸 素 地 １ の 表 面 に 巻 き 取 っ た 後 、 箸 素 地 １ の リ リ ー ス 板 Ａ に 当 接 さ せ る
位 置 を 変 え て 飾 り 塗 膜 ２ ０ を 巻 き 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 複 数 の 装 飾 層 ２ ・ ２ を 形 成 し た 後 、 こ れ ら を 統 合 し て 透 明 樹 脂
を 付 着 さ せ て 保 護 層 ３ を 被 覆 し て も よ い 。 更 に ま た 、 必 要 に 応 じ て 、 予 め 化 粧 対 象 部 位 と
す る 周 面 を 切 削 加 工 し て 細 く 形 成 し て お く こ と に よ り 、 後 に 形 成 す る 装 飾 層 ２ の 厚 さ を 調
整 し て 持 ち 易 く す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
更 に ま た 、 塗 料 Ｐ に 高 比 重 の 物 質 を 混 合 し て 箸 素 地 １ の 基 端 部 １ １ 側 に 装 飾 層 ２ を 形 成 す
る こ と に よ り 、 重 心 が 移 動 し て 持 ち 易 く 、 使 い 勝 手 を 良 く す る こ と が で き る 。 更 に ま た 、
滑 り 止 め 物 質 を 塗 料 Ｐ に 混 入 し て 装 飾 層 ２ を 形 成 し た り 、 表 面 に 滑 り 止 め コ ー テ ィ ン グ す
る な ど し て グ リ ッ プ 性 を 付 与 す る こ と も 可 能 で あ り 、 何 れ の も の も 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に
属 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 実 施 形 態 を 挙 げ て 説 明 し た と お り 、 本 発 明 の 塗 り 箸 化 粧 方 法 に よ る と 、 箸 素 地 表 面
の 接 着 性 能 の 方 が 、 飾 り 塗 膜 と リ リ ー ス 板 と の 接 合 力 よ り も 強 い こ と を 巧 み に 利 用 し た こ
と に よ っ て 、 箸 素 地 を 転 が し て 当 該 表 面 に 飾 り 塗 膜 を 転 着 さ せ て 巻 き 取 る こ と が で き る と
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と も に 、 一 旦 、 リ リ ー ス 板 上 に 一 様 な 幅 長 の 飾 り 塗 膜 を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 直 接 、 箸
素 地 表 面 に 塗 料 を 塗 布 す る 場 合 の よ う な 塗 り ム ラ を 防 止 し 、 か つ 、 必 要 な 厚 み の あ る 装 飾
層 を 形 成 し て 外 観 的 な 重 厚 感 を 表 現 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ の よ う に 、 簡 単 な 工 程 で あ り な が ら 、 箸 素 地 の 表 面 に 塗 料 を ム ラ な く 分 厚 く 層 着 さ せ て
重 厚 な 塗 装 装 飾 を 施 す こ と が で き 、 か つ 、 均 一 の 製 品 を 作 る こ と が で き る こ と か ら 、 非 常
に 合 理 的 で あ っ て 量 産 に も 適 し て お り 、 塗 り 箸 装 飾 技 術 に お け る 実 用 的 利 用 価 値 は 頗 る 高
い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 製 造 工 程 を 表 わ す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 製 造 工 程 を 表 わ す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 品 を 表 わ す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 品 を 表 わ す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 品 を 表 わ す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 品 を 表 わ す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 品 の 変 形 例 を 表 わ す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 品 の 変 形 例 を 表 わ す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 箸 素 地
１ １ 　 基 端 部
２ 　 　 装 飾 層
２ ０ 　 飾 り 塗 膜
２ １ 　 絵 柄 装 飾
２ ２ 　 装 飾 彫 り
２ ３ 　 装 飾 天 部
３ 　 　 保 護 層
Ａ 　 　 リ リ ー ス 板
Ｐ 　 　 塗 料
Ｇ 　 　 張 架 具
Ｊ 　 　 支 持 板
Ｔ 　 　 通 孔
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